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白鷗大学法政策研究所主催講演会
城仲模先生「台湾の政治発展と司法制度について」
講演の概要
　白鷗大学法政策研究所では、2014年５月28
日㈬、本学東キャンパス201教室において、
講演会を開催した。講師は、台湾の法務部長
（日本の法務大臣に相当）や司法院（日本の
最高裁に相当）副院長などを歴任された城仲
模先生（略歴は下記）。城先生は日本に留学
の経験もあることから、通訳を介さず日本語
で講演していただいた。会場には、城先生招
聘を仲介していただいた蔡柱國元白鷗大学法
学部教授や、本学教職員や学生、台湾出身の
研究者などが集まった。学生のなかには、台
湾からの留学生も多く含まれ、時に城先生が
日本語のニュアンスを確認するといった光景
も見られた。
　講演のテーマは「台湾の政治発展と司法制
度について」で、以下のような骨子で講演を
していただいた。
　１．序説
　２．台湾歴史の進展について
　３．1945年その後　台湾の政治発展
　４．1945年その後　台湾の司法制度
　５．台湾の司法制度の諸問題
　６．結語（政治発展と司法制度を含む）
　講演では、台湾における司法制度などの歴
史的な検証や現在の司法制度の課題などに加
え、台湾における政治支配体制や権力構造な
どの内容も含まれた。なかでもとくに、スペ
インやオランダによる統治の時代から日本の
占領下、そして戦後の蒋介石・蒋経国時代か
ら現在へ至る歴史的検証に、講演の多くの時
間を使われ、あわせて聴衆に向けてさまざま
な問題提起を行った。また、日本の裁判員制
度への言及もあり、本当に望ましい制度かど
うか若干の疑問も呈された。ちなみに、台湾
でもドイツなどに見られる参審制導入の議論
が進められているとのことであった。
　城先生のお話をいただいた後、質疑応答が
あり、本学教員、学生、留学生から、今後の
日本、台湾、中国の関係など、さまざまな観
点からの質問や意見が出た。それに対する城
先生からの回答や投げ掛けなど、活発な議論
が行われ、盛会のうちに講演会終了の時間と
なった。
城仲模先生略歴
1938年、台湾台南市生まれ。
東呉大学（台北市）卒業後、早稲田大学大
学院（1964～1966年）、東京大学大学院（1966
～1967年）などに留学。オーストリアの
ウィーン大学にて法学博士。
李登輝総統時代に法務部長（日本の法務大
臣に相当、1998年７月15日～1999年１月31
日）や司法院（日本の最高裁に相当）大法
官（憲法裁判官）および副院長（1999年２
月１日～2006年４月７日）を歴任。その後、
台湾李登輝之友会全国総会総会長、台湾行
政法学会理事長、などを歴任。現在、台湾
法治及び政策研究基金会会長、EU研究協
会理事長、国立台北大学法學大学院名誉教
授、など。
（文責　浅羽隆史）
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